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令和２年６月定例会会議録  

 

 令和２年豊郷町議会６月定例会は、令和２年６月１９日豊郷町役場内に招集された。  

 

 １、当日の出席議員は次のとおり  

             １ 番    日比野 雄 二  

             ２ 番    辻 本   勇  

             ３ 番    中 島 政 幸  

             ４ 番    村 岸 善 一  

             ５ 番    前 田 広 幸  

             ６ 番    高 橋 直 子  

             ７ 番    北 川 和 利  

             ８ 番    西 澤 博 一  

             ９ 番    鈴 木 勉 市  

            １０ 番    西 澤 清 正  

            １１ 番    河 合   勇  

            １２ 番    今 村 恵美子  

 ２、当日の欠席議員は次のとおり  

               な     し  

 

 ３、地方自治法第１２１条の規定に基づき提案理由の説明のために出席を求めたる者は

次のとおり  

        町 長    伊 藤 定 勉  

        教 育 長    堤   清 司  

        総 務 課 長    北 川 貢 次  

        企 画 振 興 課 長    清 水 純一郎  

        税 務 課 長    中 山 圭 史  

        保 健 福 祉 課 長    森   ちあき  

        医 療 保 険 課 長    西 山 喜代史  

        住 民 生 活 課 長    長谷川 勝 就  

        会 計 管 理 者     小 西 直 美  

        人 権 政 策 課 長    西 山 逸 範  

        地 域 整 備 課 長    山 田 裕 樹  

        産 業 振 興 課 長    山 田 篤 史  
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        上 下 水 道 課 長    森 本 智 宏  

        教 育 次 長    馬 場 貞 子  

        社 会 教 育 課 長    岡 村 浩 孝  

 

 ４、当日の会議に職務のため出席した者は次のとおり  

        議 会 事 務 局 長    神 辺   功  

        書 記    久保川 真由美  

 

 ５、提案された議案は次のとおり  

    議第４２号  豊郷町税条例の一部を改正する条例案 

           ≪総務産業建設常任委員会委員長報告≫  

    議第４３号  豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 

           ≪総務産業建設常任委員会委員長報告≫  

    議第４４号  豊郷町国民健康保険条例の一部を改正する条例案 

           ≪文教民生常任委員会委員長報告≫  

    議第４５号  豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案 

           ≪文教民生常任委員会委員長報告≫  

    議第４８号  令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第３号） 

           ≪予算決算常任委員会委員長報告≫  

    議第４９号  令和２年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

           ≪文教民生常任委員会委員長報告≫  

    議第５４号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（上田辰夫） 

    議第５５号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（古川傅次郎） 

    議第５６号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（田中正剛） 

    議第５７号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（藤野総五郎） 

    議第５８号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（大橋健治） 

    議第５９号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（森久仁彦） 

    議第６０号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 
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（西山武） 

    議第６１号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（北川泰史） 

    議第６２号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（長谷川光政） 

    議第６３号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（北田一也） 

    議第６４号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（田中良典） 

    議第６５号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（林政博） 

    議第６６号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（北村繁太郎） 

    議第６７号  豊郷町農業委員の任命につき同意を求めることについて 

（田中耕一） 

    委員会の閉会中の継続調査申し出について  

                （議会運営委員会）（総務産業建設常任委員会）  

                （文教民生常任委員会）（予算決算常任委員会）  

                （議会広報常任委員会）  



2 － 4 

河合議長  皆さん、おはようございます。少し早いですけども、始めさせていただきます。

これより６月定例会を再開いたします。  

 （午前８時５７分） 

 ただいまの出席議員は１２名で、会議開会定足数に達しております。よって、

本日の会議は成立いたしました。  

 これより会議を開きます。  

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、８番、西澤博一議員、９

番、鈴木勉市議員を指名いたします。  

 日程第２、議第４２号豊郷町税条例の一部を改正する条例案から、日程第３、

議第４３号豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案までを一括議題

といたします。  

 これについて、付託委員会委員長より報告を求めます。  

 村岸総務産業建設常任委員会委員長。  

村岸総務産業 

建設常任委員長  はい。  

河合議長  村岸委員長。 

村岸総務産業 

建設常任委員長  皆さん、おはようございます。それでは総務産業建設常任委員会報告をいたし

ます。  

 去る６月５日の本会議におきまして、当委員会に付託されました議第４２号

豊郷町税条例の一部を改正する条例案、議第４３号豊郷町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例案について、去る６月１１日、議員６名出席の下、町長担

当課長、課長補佐の出席を求め、慎重に審議を行いました。  

 議第４２号の審議では、新型コロナウイルス感染拡大の影響による減免等の

相談件数と環境性能割の非課税の対象について質疑されました。質疑終了後、討

論の申出はなく、採決の結果、全員賛成で可決することと決しました。  

 議第４３号の審議では、質疑、討論共に申出はなく、採決の結果、全員賛成で

可決することと決しました。  

 以上で、総務産業建設常任委員会報告といたします。  

河合議長  慎重審議、ご苦労さまでした。  

 これより、総務産業建設常任委員会の委員長の報告について質疑を行います。

質疑はありませんか。  

議  員  なし。 
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河合議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより議第４２号の討論に入ります。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 次に、議第４２号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であり

ます。  

 議第４２号豊郷町税条例の一部を改正する条例案は、委員長の報告のとおり

決定することに賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員） 

河合議長  全員起立であります。よって、議第４２号は委員長の報告のとおり可決されま

した。  

 これより議第４３号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 次に、議第４３号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であり

ます。  

 議第４３号豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案は、委員長の

報告のとおり決定することに賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員） 

河合議長  全員起立であります。よって、議第４３号は委員長の報告のとおり可決されま

した。  

 日程第４、議第４４号豊郷町国民健康保険条例の一部を改正する条例案から、

日程第５、議第４５号豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案までを一括

議題といたします。  

 これについて、付託委員会委員長より報告を求めます。  

 北川文教民生常任委員会委員長。  

北川文教民生 

常任委員長  議長。 

河合議長  北川委員長。  

北川文教民生 

常任委員長  それでは、文教民生常任委員会報告をいたします。  

 去る６月５日の本会議におきまして、当委員会に付託をされました議第４４

号豊郷町国民健康保険条例の一部を改正する条例案、議第４５号豊郷町介護保

険条例の一部を改正する条例案について、去る６月８日、委員６名出席の下、町
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長、担当課長、及び課長補佐の出席を求め、審議を行いました。  

 議第４４号の審議では、傷病手当の対象確認や診断書の有無、申請方法等につ

いて質疑がありました。質疑終了後、討論の申出はなく、採決の結果、全員賛成

で可決と決しました。  

 続いて、議第４５号の審議では、減免の対象者数の捉え方や減収による問合せ

の状況、申請の方法について、また今後の周知方法と総合窓口設置の考えはどう

かなどについて質疑がありました。質疑終了後、討論の申出はなく、採決の結果、

全員賛成で可決と決しました。  

 以上、文教民生常任委員会の報告といたします。  

河合議長  慎重審議、ご苦労さまでした。  

 これより文教民生常任委員会委員長の報告について質疑を行います。質疑あ

りませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  ないようですから、これを持って質疑を終結いたします。  

 これより議第４４号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 次に、議第４４号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であり

ます。  

 議第４４号豊郷町国民健康保険条例の一部を改正する条例案は、委員長の報

告のとおり決定することに賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員） 

河合議長  全員起立であります。よって、議第４４号は委員長の報告のとおり可決されま

した。  

 これより議第４５号の討論に入ります。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 次に、議第４５号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決であり

ます。  

 議第４５号豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案は、委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員） 

河合議長  全員起立であります。よって、議第４５号は委員長の報告のとおり可決されま

した。  
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 日程第６、議第４８号令和２年度豊郷町一般会計補正予算案（第３号）を議題

といたします。  

 これについて、付託委員会委員長より報告を求めます。  

西澤博一予算 

決算常任委員長  議長。 

河合議長  西澤予算決算常任委員会委員長。  

西澤博一予算 

決算常任委員長  それでは、議第４８号予算決算常任委員会報告をいたします。  

 去る６月５日の本会議におきまして、当委員会に付託されました議第４８号

令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第３号）について、去る６月１０日、委

員１１名出席の下、町長、教育長、担当課長、課長補佐の出席を求め、慎重に審

議を行いました。  

 審議では、全体の課を通して、歳出で、需用費、役務費、委託費、負担金、補

助金及び交付金の内容について質疑されました。  

 総務課において、歳出でマスクのお礼について、議会費の人件費の増額理由に

ついて質疑されました。企画振興課では、歳出で、地域づくり推進事業費、新型

コロナウイルスの字行事の影響による補助金の支給等について質疑がありまし

た。医療保険課では、特別会計の基金の増額理由について質疑されました。産業

振興課では、歳入で、農業用ハウス強靱化緊急対策事業内容について、歳出では、

新型コロナウイルス感染拡大防止の町内事業主への影響、中小企業等感染症対

策臨時支援金の内容、申請方法等について質疑されました。地域整備課では、歳

出で、町道整備の経緯と概要について質疑がありました。人権政策課では、歳入

で、敷地使用料の取扱い、公有財産の管理について、歳出では、用務員の報酬に

ついて質疑されました。学校教育課、総務課では、歳出で、ＧＩＧＡスクール構

想の開始に伴う影響、今後の展望について、課題活動の持ち方について質疑され

ました。質疑終了後、反対討論の申出があり、採決の結果、賛成少数で否決する

ことと決しました。  

 以上、予算決算常任委員会の報告といたします。  

 以上です。  

河合議長  慎重審議、ご苦労さまでした。  

 これより予算決算常任委員会委員長の報告について質疑を行います。質疑あ

りませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  
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 議第４８号については、鈴木勉市君ほかから修正の動議が提出されています。

したがって、これを本案と併せて議題とし、提出者の説明を求めます。  

鈴木議員  議長。  

河合議長  鈴木議員。  

鈴木議員  おはようございます。マスクを取らせていただきます。お許しください。  

 では、議第４８号令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第３号）に対する修正

案の提案説明をさせていただきます。  

 まず、提案理由について述べたいと思います。新型コロナの影響は、生活、暮

らし、営業、経済など、私たち生活の全ての面に及んでいます。国会では１２日

に第２次補正予算が成立いたしましたが、国を待つのではなく、このようなとき

にこそ町民の生活を守る最後のとりでとしての地方自治体の出番であり、迅速

にいち早く新型コロナ対策を進めるべきだと思いますが、町から提案をされま

した今回の補正予算には、追加のコロナ対策が残念ながら含まれていませんで

した。そこで、ともすれば国や県の対策から目こぼれをする社会的弱者、場所に

視点を当てた修正案を提案したいと思います。  

 まず、歳入の部ですが、財政調整基金から１ ,７００万円を繰り入れ、補正後

の歳入合計を１億１ ,９５０万８ ,０００円といたします。なお、この財政調整基

金から繰り入れた額につきましては、国から第２次の地方創生臨時金の交付か、

あり次第、財源替えを一時充当したいと思います。  

 歳出の明細ですが、社会福祉費が８００万円、保健衛生費が１００万円、教育

総務費が６５０万円、中学校費が１００万円、保健体育費が５ ,０００万円のそ

れぞれ増額補正であります。  

 続きまして、歳出の具体的な説明をさせていただきます。  

 まず、款３民生費、項１社会福祉費、目１２障害福祉費でありますが、障害を

お持ちの方は、日常生活においても健常者と違い様々なご苦労をされています

が、この新型コロナの影響で障害者施設から出席を控えてほしいとのお話があ

り、家で過ごす方も生まれており、その生活がさらに厳しくなるだろうとの影響

が出ています。そこで、重度障害者支援給付として、障害者手帳３級以上をお持

ちの方、ならびに療育精神手帳をお持ちの方を対象に１人２万円で３５０人

分、７００万円の支援を行いたいと思います。  

 また、コロナによる経済不況は僅かな工賃で働く作業所の利用者にも容赦な

く影響を与えています。これまで下請していた車のシートベルトがなくなり、こ

の時期には、お中元の箱折りなどの仕事がありましたが、今年は全くなくなって

います。  
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 そこで作業所を利用する人たちの生活を守るために、工賃の支払いをされて

いる就労継続Ｂ型の作業所活動支援給付金として１００万の支援をいたします。 

 続いて、款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生費であります。コロナの

影響で、今、妊婦の方は病院に行くにも神経を使い、入院となると、家族との面

会もままならず、出産時には家族も立ち会えない、出産してからも四、五日は立

ち会えないなどの状況に置かれています。このような妊婦の方たちを支援する

ために、妊娠中感染予防対策支援金として、今年度町内で出産された方を対象

に１人２万円、５０人分で１００万の支援を行います。  

 続いて、款１０教育費、項１教育総務費、目３教育振興費であります。大学生

の困窮ぶりは様々なメディアでも報道されているとおりでありますが、親の経

済的困窮で退学を考えているという学生が２０％を超えるという衝撃的な実情

も報告をされています。一方で、国の対策では全ての大学生の１０％強にしか対

象にはなりません。そこで、大学生の学びを保障する１つとして、大学生等就学

継続給付金として、１人当たり５万円、１３０人分で６５０万円の給付をしたい

と思います。  

 続きまして、款１０教育費、項３中学校費、目２教育振興費であります。ここ

では、中学校に対して１００万円の支援をしたいと思います。と申しますのは、

中学校では、毎年、後援会から５０万円程度の援助を受け、部活のユニフォーム

代や遠征のバス代などに充てていましたが、今年はコロナの影響にあり、ここに

ありますが、後援会としては会費の徴収は行いませんとの通知が各字の区長や

関係役員に通知がされています。毎年あった援助がなくなり、非常に困っておら

れる実情があります。また、中体連も中止になっていますが、昨今のコロナのめ

ぐる状況から、せめて３年生のために何かということで、各部活、各クラブごと

に小規模の大会を開いてあげようという動きがありますが、これらの活動の一

助ということを含めて、中学校に１００万円の援助をしたい、支援をしたいと思

います。  

 続きまして、款１０教育費、項６保健体育費、目１保健体育総務費であります。

中体連や高体連、インターハイの中止、春夏の甲子園の中止など、スポーツの世

界にもコロナはその影を落としていますが、少年少女スポーツにも大きな影を

落としています。私が関わっている野球でいえば、多賀のスポーツ少年団が優勝

して新聞にも大きく取り上げられ、８月に神宮球場で行われてきた全国大会

等々が中止になっています。そこで、小学校の低学年からそれぞれのスポーツで

頑張ってきた子どもたちを励ますために、少年少女スポーツ活動支援助成金と

して５０万円の支援をいたします。  
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 以上が提案理由と具体的な提案説明であります。今後、コロナの影響がどうな

っていくのか予測がつきませんが、町民の皆さんを少しでも元気づけることが

できればと修正案の提案をさせていただきました。ぜひ、同僚議員の賛同をお願

いし、長くなりましたが、説明に代えさせていただきます。  

河合議長  これより修正案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。  

日比野議員  議長。  

河合議長  １番、日比野議員。  

日比野議員  先ほどの修正案ですけども、これは３月の議会で、今回、提示の項目というの

は修正を出された方は賛成したと同時に、今回の補正予算でコロナ対応をある程

度見込んでいろいろと修正案を出されて、それに対して否決して、なおかつ、コ

ロナが大変だからということでこういう形で修正されたということですけども、

それはやっぱり、町の行政が出したコロナ対応での補正予算、これについて問題

があるのか、不十分だったのか、そこら辺をちょっと伺いたいということと、先

ほど、個々に説明がございましたけども、３番目の教育振興費の中で、大学生等

就学継続給付金の給付、６５０万円ございますけれども、これ、国の方でも１

人１０万円ですか、そういう給付の方があるんですけども、ここら辺との関係は

どうなっているのか、そこをお伺いしたいと思います。  

鈴木議員  議長。  

河合議長  鈴木議員。  

鈴木議員  まず町のコロナ対策について否定したりすることは一切いたしておりません。

むしろこれからも積極的に提案をされるだろうと思っております。そのことを

まず申し上げておきます。ただ、迅速にいち早く、少し細かいところに目配りを

した対策をしてはどうかということで提案をさせていただきました。まず基本

的にはそういうことです。  

 大学生の給付金ですが、非常に政府の第一は手厚いように見えるんですが、実

はからくりがあります。今、先ほど申し上げましたように、全ての大学生

の１０％強にしか行き届きません。上と下がありまして、１つは、奨学金の給付

金を受けている大学生、この大学生というのはエリート大学生です。成績要件が

なければこれはつきません。その影響で外国からの留学生には成績要件がつけ

られて、その大学の１０％以内に入っていないと留学生は対象にしないと。これ

で今混迷をいたして、留学生から大きな声が上がっています。これが上です。下

は、下といいますか、住民税の非課税世帯が対象です。現実的に住民税の非課税

世帯での大学生というのは非常に少ないです。  

 これらをざっと見ますと、先ほど提案説明でもさせていただきましたように、
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全ての大学生の１０％強にしか政府の対策では対象にならないということで提

案をさせていただきました。  

 以上です。  

河合議長  日比野議員、再質問ありますか。  

日比野議員  議長。 

河合議長  日比野議員。  

日比野議員  先ほど、鈴木議員の方から説明がございましたけども、遅いとか迅速でないと

か、そういうような意見でしたけども、やはり、町は町で専門家が行政に対して

いろいろと政策を組んでおります。その政策に対して、けちということではない

んですけども、いろいろな関係がございますよね。横の関係、上の関係、下の関

係、それから今までの兼ね合い、それから今後の方向性、そういうようなもろも

ろの絡みを持ってこの補正案が出てきたと思うんですけども、それに対して遅い、

基本的には遅いとか、いろいろと１００人おれば１００人全員に行き渡るように

するという、趣旨は分かるんですけども、行政の政策に対してそこまで突っ込ん

で話をしていいものかどうなのか。これ、裏を返せば、例えば、来年の令和３年

度の一般会計予算、これに対しても、町の政策を１００％出てきたやつに対して、

これはあかんということで、今後、これまた、鈴木議員の関係の方があかんとい

うことで、裏返されるということになれば、どちらが行政で政策をするか、やっ

ぱり議員というのは、町の出した政策、これに対してええか悪いかの判断が精い

っぱいです、我々。やっぱり、議員というのはその政策に対してええか悪いか、

金額が足るのか足らないのか、それが精いっぱいで、新しく案を出して、そして

また、そこからこうしたらどうやとか、具体的な施策を言うというのは、これは

議員として時間も動力も、恐らく私はないと思います。  

 今後、こういうような方針で行くんであれば、相当、議員としての動力とか時

間もかかります。私に言わせれば、それだけ報酬をもらっておりません。この考

え方、鈴木議員が悪いとは言いませんよ。悪いとは言いませんけども、今後の持

っていき方としてどうかというのを、議員諸君に対して、今度、採決があると思

いますけども、そこら辺を望みます。  

 以上です。  

鈴木議員  議長。  

河合議長  鈴木議員。  

鈴木議員  基本的なことだけ、２点、お答えをしておきたいと思います。議案の修正権は

議員に認められた権利であります。それに基づいて提案をさせていただいてお

ります。  
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 以上です。  

 それから、専門家、行政家のご意見とありますが、例えば、新型コロナについ

ても、ソーシャルディスタンスを取った方がいいという専門家もおられますし、

いや、それは取らなくてもいいんだという専門家もおられます。どの立場に立っ

ておられるかということで、専門家の意見も分かれるというのは、これはどんな

問題でもそうだと思います。  

 ただ今回は、申し上げますが、国や県の対策でこういうところには目が届かな

い、光が当たらないんじゃないかという部分にだけの修正案を提案させていた

だきました。  

 最後に、町の予算編成権等々について、一切、私は言及をしておりませんので

よろしくお願いいたします。  

河合議長  日比野議員、再々質疑はありますか。  

日比野議員  ありません。 

河合議長  ほかに質疑ありませんか。  

北川議員  議長。  

河合議長  北川議員。どうぞ。  

北川議員  議第４８号修正案に対しての質疑でございます。ちょっとお聞きしたいんで

すけども、僕はこの行政が出してきた案に対しては賛成であります。コロナに対

しても、かなり尽力、努力されていると思っております。もう１つ、鈴木議員に

ちょっとお尋ねしたいのは、備品代１００万円、中学校のこの１００万円という

のは、僕も学校側に確認しました。確認したところ、今回は各スポーツならびに

クラブ等々が中止になったと、コロナの件で。中止になったさかいに必要がない

と。必要がないさかいに、学校の方から各団体に今回は結構ですよと。要するに、

助成は結構ですよという回答を出しましたというのを聞いております。学校側

から、今回、今年度は控えさせていただきますという回答が返ってきました。そ

れについて回答を願います。  

鈴木議員  議長。  

河合議長  鈴木議員。  

鈴木議員  今、ご質問ありました件については、私もそれなりに学校の方から経過をお聞

きいたしておりますが、先ほどご説明をさせていただきましたように、それだけ

ではなしに、例えば、吹奏楽部の皆さんですと、今年は関西大会への出場権を持

っておられて、全国大会への権利を持っておられたんですが、それがこの１０月

に行われる秋の大会が中止になったとか、ほかのとこもスポーツもあります

が、１つはそれらの部活を再開して、３年生のためにそういうことをしてあげよ
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うという計画が上がっているということと、当初はそういうことでありました

が、先ほど言いました、コロナの状況が変わってきて、今の状況の中で対応に困

っておられるというお話でしたので提案をさせていただきました。  

河合議長  北川議員、再質疑ありますか。  

北川議員  はい。  

河合議長  北川議員。  

北川議員  鈴木議員、今の答弁もやし、先ほどの最初の説明のときもあったように、いか

にも学校側の方から各種団体、同窓会費とか、そういうところから断りを行った

というふうに、僕はそういうふうに説明があったと思っています。最初の説明ね。

各区長さんに、各字、そういうことで文書で出したというのを、先ほど説明の中

でおっしゃっていましたわね。  

 学校側に僕は問合せをしたときに、要するに、学校はあくまでも中止になった

さかい、今回は必要でありませんので、必要でないさかいに学校側の方から遠慮

したという回答をもらいました。  

 鈴木議員がおっしゃっている説明と僕が聞いてる説明が全然逆です。だから、

やはりしっかりととらまえてしてもらいたいと思うし、吹奏楽部にしても決し

て団体は駄目だと言っとるんじゃありません。まだ役員会もしてません。今のコ

ロナの問題がありましたので、学校の方の役員会もしておりません。役員会、同

窓会費の、同窓会とかいろんな役員会も何もしてません。この役員会で決定とい

うのはまだ決まってもおりません。  

 ただ学校側の方から、あくまでも学校側の方から辞退したいと、今回は辞退し

たいという回答が返ってきましたので、再度お尋ねしますけども、その点につい

て。  

鈴木議員  議長。  

河合議長  鈴木議員。  

鈴木議員  先ほどお答えをしたつもりですが、北川議員がおっしゃっておられる経過に

ついては、私も存じておりますというふうに先ほど申し上げたつもりですが、な

おかつ、そのときと状況が変わって、今現在、こういう状況であるということで

提案をさせていただいたと、認識に相違はないと思います。  

 以上です。  

河合議長  北川議員、再々質疑はありますか。  

北川議員  ありません。 

河合議長  ほかに質疑は何か。  

今村議員  はい。 
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河合議長  質疑するんですか。  

今村議員  はい。いけませんか。 

河合議長  どうぞ。今村議員。  

今村議員  それでは修正案の中で質問いたします。障害福祉費の中で、就労型作業所支援

金というのが今回１００万上がっているんですが、私は、国の緊急事態宣言を発

令して外出自粛と、それから休業要請をされましたが、それに対する補償として

は、一般企業、こういったところには、休業補塡という形で雇用調整交付金、こ

ういったことを申請の仕組みもつくりましたが、残念ながら障害者の就労を担

うこういう社会福祉法人の就労型のこういう作業所というのは、県内にもいっ

ぱいあります。全国にも多くありますが、そこに対する手当が国の制度ではあり

ません。こういったことを豊郷でいち早く、こういったことも必要なんだという

ことを町が取り組んでいけば、それは県なりに波及し、全国にも波及していきま

す。僅かな工賃ですけれども、その作業所に通うことで家族はその間安心して仕

事にも行けるんです。ところが、今、そういったことは……。  

河合議長  今村さん、質疑の範囲が超えていますよ。質疑でしょう。  

今村議員  そういう観点を持っておられるのかどうか、今、本当に雇用が厳しい状況にな

っていますので、こういった対策で障害者雇用にもそういう必要性があるんで

はないかという観点について答弁をお願いいたします。  

鈴木議員  議長。  

河合議長  鈴木議員。  

鈴木議員  これの対策だけで十分になるとは思いませんので、さらに今後また、国や県や

町の方の対策で安心した生活が送れるように充実したものに充実をさせていた

だければと思います。  

 以上です。  

河合議長  今村さん、再質疑はありますか。  

今村議員  結構です。  

河合議長  ほかに質疑ありませんか。  

伊藤町長  議長。独り言をしゃべらせてもらってよろしいですか。  

河合議長  はい、どうぞ。町長。  

伊藤町長  それでは、議長の許可をいただきましたので、独り言をしゃべります。この修

正増額につきましてはいろいろ説がございます。それは出したらあかんとか、そ

ういうもんでもありませんけれども、やはり、増額修正する場合には、町と綿密

な調整を行うのが最善であろうというのがありますが、今回一切ありませんの

で、それだけ申し添えておきます。  
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 それと、議員が最初に発言された財源ですけれども、まだ交付額、交付内容、

事業内容等、一切来ておりませんので、これが財調崩してやるのが是か非か、そ

して財調から出したもんをそれを交付額が戻せるか戻せないか、いろんな問題

があるということもつけ加えておきます。  

 以上です。  

河合議長  ほかに質疑ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  ないようでありますから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより討論に入ります。よく聞いてください。まず原案に対する賛成討論を

許します。次に、原案及び修正案に対する反対討論を許します。  

今村議員  議長。  

河合議長  今村議員。原案の反対ですね。  

今村議員  そうです。  

河合議長  はい、どうぞ。  

今村議員  議第４８号令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第３号）に対する反対討論を

行います。新型コロナ感染防止対策事業は、この時期、第２波に向け、迅速な対

策が必要です。町民の暮らし、経営、雇用、命を守ることは政治の責任です。そ

のために国も地方自治体も早急な財政支援が不可欠です。  

 今回の町提出の一般会計補正予算のうち、町の新型コロナ対策事業費の主な

施策は、商工振興費の中小企業等感染症対策臨時支援金、これは１事業所１０万

円の２ ,５００万円です。そのほかに教育費の中で小中学校における校内通信ネ

ットワーク整備事業に伴うタブレット等の費用や、感染防止備品購入消耗品な

どに約４ ,５００万円です。  

 この間、定例議会前の臨時議会では持続化給付金県支援金の町上乗せ分で、法

人、個人共に１０万円。遠隔地学生支援金１人１万円の１２５万円、マスク各世

帯に１箱配布に７５０万円。定額給付金の上乗せ分１万円も予算化をされまし

た。また、今回は、企業会計の中の上水道の基本料金を４か月無料も予算化され

ています。  

 しかし、町民は国の緊急事態宣言発令で外出自粛、休業要請で非常に疲労して

います。疲弊をしています。国会は閉会しましたが、本来は新型コロナ対策事業

の本格的実施に向けて迅速な対応を協議するのが国会の責務です。  

 また、豊郷町議会においても、６月定例議会は憲法に明記された国民の権利で

ある生活保障、教育権の保障、社会保障の充実を豊郷町にスピーディーな実施を

求める責務がございます。  



2 － 16 

 また、今回の補正予算には三ツ池区内里道の拡幅工事予算が約５８１万円計

上されています。ふだんはほとんど利用されていない状況の里道を町道にする

事業で、現状において不要不急事業も町単独事業として予算化がされています。 

 豊郷町は財政調整基金が多く、町の裁量でできる施策が多い自治体です。今、

本当に町が一番取り組む最重要重点課題はコロナ第２波から町民の命と暮らし

をどのように守っていくのか、リーマンショック以上の戦後最大の危機です。そ

の観点から町提案の補正予算では、町民各層のニーズに応えられているとは言

えないと判断し、今回、修正予算の賛成といたします。その結果、町予算に対し

ては反対といたします。  

河合議長  修正ちゃう、原案やろう。反対ちゃうの。  

今村議員  だから、原案、結果、言うたやん。原案に反対といたします。  

河合議長  ほかにありませんか。  

日比野議員  議長。  

河合議長  日比野議員。  

日比野議員  議第４８号修正案に対して反対討論を述べます。今回の修正案、私自身、これ

で十分で、とりあえず第１波に対しては十分であると思います。また、２波、３

波が出てくれば、それなりにやはり町としては対応を考えると、期待しておりま

す。  

 それと、町民からすればもらえるのに越したことはないと思いますけども、行

政の、先ほど言いました政策です。上とか下、右左、需要供給、公平公正、いろ

いろと背景があります。やはり、議員として個々の政策まで口を出す、提案する

というのはいかがかなと思いますし、いろいろの背景が分からないと思います。 

 先ほど、町長が言われたように、やっぱり背景、要は絡みがあります。そうい

う意味であくまでも政策に対してよしあしの判断をするのが議員でありまして、

政策そのものまで口を出したりとか、また提案するというのは無理がございま

す。はっきり言ったら、裏を返せば、行政に対する不信任です。  

 それに議員として、そこの内容まで口を出すための時間とか動力はないと思

います。そういう意味で、皆さんの良識ある判断のもと、この修正案に対して真

に反対をします。  

河合議長  ほかに反対討論ありませんか。  

 次に、原案に対する賛成討論に行きます。  

議  員  なし。  

河合議長  次に修正案に対する賛成討論に行きます。  

中島議員  議長。 
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河合議長  中島議員。  

中島議員  それでは議第４８号令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第３号）の修正案に

ついて賛成討論を行います。  

 討論の前に新型コロナウイルス感染症によりお亡くなりになられた方に哀悼

の意を表します。また、日々、ご対応にご尽力いただいてる職員の方々、医療従

事者をはじめとする皆様に心より敬意を表します。そして、様々なご協力をいた

だいている町民の皆様、事業者の皆様に心より感謝を申し上げます。  

 今回の補正予算は大変重要なものであると考えております。新型コロナウイ

ルス感染症の影響の長期化には懸念を感じるところです。今後、さらなる支援の

ために予算が必要であり、また、国や県の制度を使えない人たちのことを考えて

手を打つべきと考えております。よって、議第４８号令和２年度豊郷町一般会計

補正予算（第３号）の修正案について賛成し、討論を終わります。議員諸氏のご

賛同をよろしくお願いいたします。  

河合議長  ほかに討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  ないようですから、討論を終結いたします。  

 これより議第４８号を採決いたします。  

 まず、鈴木勉市議員ほかから提出された修正案について、起立によって採決い

たします。  

 本修正案に賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、多数）  

河合議長  起立多数であります。よって、修正案は可決されました。修正案が可決されま

したので、次にただいま修正議決した部分を除く原案について起立により採決

いたします。  

 お諮りします。修正議決した部分を除く部分については、原案のとおり決定す

ることに賛成の諸君は起立願います。  

 すみません、もう一度立ってください。  

議  員  （起立、多数）  

河合議長  起立多数であります。よって、修正議決した部分を除く部分は可決されまし

た。  

 日程第７、議第４９号令和２年度豊能町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。  

 これについて、付託委員会委員長より報告を求めます。  

 北川文教民生常任委員会委員長。  
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北川文教民生 

常任委員長  議長。  

河合議長  北川委員長。  

北川文教民生 

常任委員長  それでは、文教民生常任委員会報告をいたします。  

 去る６月５日、本会議におきまして、当委員会に付託されました議第４９号令

和２年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について、去る６

月８日、委員会の委員６名出席のもと、町長、担当課長及び課長補佐の出席を求

め、審議を行いました。  

 審議では、歳出において、総務費の部分で時間外手当の減額理由となる背景等

について質疑がされました。質疑終了後、討論の申出はなく、採決の結果、全員

賛成で可決と決しました。  

 以上、文教民生常任委員会の報告といたします。  

河合議長  慎重審議、ご苦労さまでした。  

 これより文教民生常任委員会委員長の報告について質疑を行います。質疑あ

りませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより、議第４９号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第４９号を採決いたします。  

 本案に対する委員長の報告は可決であります。議第４９号豊郷町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第１号）は、委員長の報告のとおり決定することに賛

成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって、議第４９号は委員長の報告のとおり可決されま

した。  

 暫時休憩をいたします。  

（午前 ９時５０分 休憩）  

（午前１０時００分 再開）  

河合議長  再開いたします。  

 日程第８、議第５４号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

についてから、日程第２１、議第６７号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意
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を求めることについてまでを一括議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を終わります。  

伊藤町長  議長。  

河合議長  町長。  

伊藤町長  それでは、議第５４号から議第６７号の豊郷町農業委員会委員の任命につき

同意を求めることにつきまして、説明させていただきます。  

 豊郷町農業委員会委員が令和２年７月１９日をもって任期満了となります。

定数に当たる１４名を選定しましたので、豊郷町農業委員会委員として任命す

るに当たり、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、議会の同

意を求めるものでございます。  

 なお、氏名につきましては、敬称を略させていただきますので、どうぞよろし

くお願い申し上げます。  

 議第５４号上田辰夫、議第５５号古川傅次郎、議第５６号田中正剛、議第５７

号藤野総五郎、議第５８号大橋健治、議第５９号森久仁彦、議第６０号西山武、

議第６１号北川泰史、議第６２号長谷川光政、議第６３号北田一也、議第６４号

田中良典、議第６５号林政博、議第６６号北村繁太郎、議第６７号田中耕一、以

上１４件でございます。  

 なお、経歴につきましては別紙のとおりでございます。任期につきましては令

和２年７月２０日から３年間でございます。どうかご同意のほどよろしくお願

い申し上げます。  

河合議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。  

鈴木議員  議長。  

河合議長  鈴木議員。  

鈴木議員  議第５４号から議第６７号までの豊郷町農業委員会委員の同意を求めること

について質疑をさせていただきます。  

 去る６月５日に提案された関連議案の第３９号についても質疑をさせていた

だきましたが、その後、町のホームページを開きましたところ、このような農業

委員推薦募集受付表がアップされていました。これを見ますと、推薦者１５名の

方のお名前が既に公表をされています。  

 そこで３点について質疑をさせていただきます。第１点は、この一覧表を見ま

すと、今日提案されているお名前だけではなしに、推薦団体やその推薦理由、推

薦されている方の農業経営の状況などが詳しく掲載をされておりまして、その

人が農業委員にふさわしいかどうか判断するには非常にはいい資料だと私は思

うのですが、今般、同意を求めておられます１４人の方について、個々こういう
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説明をされては、ここには農業の経営状況とか推薦理由とか推薦団体もありま

すから、これの方がより詳しく人となりを判断できるので、そうしてはどうかと

思うんですが、いかがでしょうか。  

 ２つ目は、定員を超えた場合に、その選考基準についてどうなのかということ

で質疑をさせていただきましたが、その後、滋賀県の農政課に問い合わせました

ところ、定数が定員を超えた場合には、３つの枠から判断をしていただくという

指導をしているということでした。１つは、認定農家は必ず選ぶことと、今回、

認定農家１４名のうち７名おられます。それから、公正中立、公正な人を１人以

上選ぶこと。この推薦募集受付表を拝見しますと、この方がこの中立公正な人に

当たるんだろうと推測される方がおられます。８名です。  

 あと６名ですが、３つ目は、女性青年も積極的に選ぶことと、この３つの枠で

判断をしていただきたいと。ただ、どうしてもその３つの枠で選べないときがあ

りますから、その場合は町長が判断されることがある。事務手続としてはそうだ

と思います。とのことでしたが、今回のその基準からいけば定数を超えているわ

けですが、１４名の方について、その基本的な３つの枠でどの枠で成立されたの

か説明を求めたいと思いますが、そういうことが可能なのかどうか、回答をお願

いいたします。  

 最後に、この１４人の受付、ここに１５人の方のお名前が公表されています。

ですから、プライバシーの侵害にはなりません。お名前を申し上げても。こ

の１５人の中にあるお名前と提案されている１４人の名簿を照合してみますと、

今回選出されなかった方は、吉田農事実行組合推薦の宮川博史さんということ

になりますが、間違いがないのかどうか確認をお願いしたいと思います。  

 以上です。  

産業振興課長  議長。 

河合議長  山田産業振興課長。  

産業振興課長  鈴木議員の質疑にお答えいたします。  

 まず１点目の推薦理由の公表した資料によって、資料を通して提出したらど

うかということやったんですけども、こちらについては、今回、公平性、公正性

を保つためにということでホームページの方に公表するということになってお

りますので、ホームページで公表させていただきます。  

 この資料をこの議会に提出とするという、もう既に公表されているものです

ので、経歴等の資料として作らせていただいたところでございます。  

 また、選考基準について、認定農業者、また中立委員、また女性等を今回入れ

るということやったんですけども、こちらに関しては応募があった方に対して、
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選定、選考をさせていただいておりますので、この中で認定農業者、また中立委

員さんがあって、今回、女性、また青年等からの募集はありませんでしたので、

またその方につきましては、今回含まれておりません。  

 また女性等につきましては、努力目標ということで必須項目ではありません

ので、そちらに関してはクリアしていると思っております。  

 ただ１５名の募集があって、落選したのは宮川博史さんかという確認やった

と思うんですけども、宮川博史さんで間違いありません。  

 以上です。  

河合議長  鈴木議員、再質疑ありますか。  

鈴木議員  議長。  

河合議長  鈴木議員。  

鈴木議員  第１点で私が申し上げたのは、今の課長の答弁だと、もうホームページに載っ

てるからホームページを見なさいというふうに聞こえるんですが、以降、あそこ

に書かれてる農業委員さんですから、農家の経営状況はどういうとこで活動し

とるとか、より分かる方が判断しやすいですよね。だから、そういうふうにして

はどうかと。今回はそれが間に合いませんでしたので、そういう説明をされては

どうですかということをお聞きしたんです。されるおつもりはありませんかと

お聞きしたんです。  

 もう一度言います。課長の答弁は、もうホームページですから、公明正大に透

明性を保つために公表してあると。だから、今回はつけませんでしたと。それを

見なかったら分からないしょう。ということは、課長の答弁はそれを見なさいと、

議員に、もうしてあるから。見いひんおまえらが悪いんやと、極端なことを言い

方やったら。  

 そうではなしに、今後、同意を求められるのであれば、そういうこともきちっ

と説明を加えた方がより議会としての判断がしやすいのではないかと思います

が、どうでしょうかとお聞きしたんです。１点目は。  

 ２点目は、そのとおりなんですが、農業分野における青年をどう捉えるかと、

青年がおられなかったということですが、今回の１４人の方の農業委員の平均

年齢が６７歳。１５人の方で５０歳の方がお二人おられます。まだ５０歳という

のは、私の感覚でいえば、農業分野では青年かなと思うんですが、残念ながら、

今回選出されなかった宮川さんは５０歳なんですよね。私の感覚でいえば、農業

でいえば若い方じゃないかなと思うのでお聞きをしたのですが、農業分野にお

ける青年とはどういう位置づけをされているのか、その点だけ、説明をお願いし

ます。  
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産業振興課長  議長。  

河合議長  山田産業振興課長。  

産業振興課長  鈴木議員の再質疑にお答えさせていただきます。先ほども、この公表資料を基

に資料として提出された方が判断しやすいんじゃないかということで、またそ

ちらにつきましても、また全協とかこういうときに、今回ちょっと出させてもら

わなかったんですけども、こういうことで結果がありましたということ、また次

回になるかも分かりませんけども、そのときは資料として提出の方はさせてい

ただきたいと思います。  

 また、農業経験者の青年の方が、今回、５０歳やのにということだったんです

けども、今回、１５名定数を超えたので、評価委員会という場で選定の方をさせ

ていただいた中でも、青年の枠というか、青年の方についても評価として点数が

ある中で、この青年候補者は満５０歳未満という位置づけです。この中で加点も

ある中で、今回、この１４名、点数の高い人を選定させていただいたんですけど

も、この高得点の方に含まれていなかったということですので、これも加味して

判断させていただいているところです。  

 以上です。  

河合議長  鈴木議員、再々質疑ありますか。  

鈴木議員  ありません。 

河合議長  ほかに質疑ありませんか。  

高橋議員  議長。  

河合議長  高橋議員。  

高橋議員  私は予算決算委員会の場所でも、どういう方が名簿として上がってるのかと

いうのをお聞きしたときも、まだ公表できないということでした。  

 まず１点、お聞きします。このホームページに掲載をされたのはいつだったの

か教えてください。それから、農業委員名簿というのも、私は３年前の町の広報

から、現在、こういう方がメンバーであるということを知って、何人ぐらいが残

るのかとか、また、たびたび出ますけれども、評価委員会で選定したんだという

説明でしたので、そのメンバーを教えてほしいとか言ったときに、これが聞きた

い２点目ですけれども、評価委員会の方は、豊郷町農業組合会長の上田敏夫さん、

副会長の森本知さん。そして、ＪＡ東部営農センター長、佐々木康弘さんと呼ぶ

んでしょうか、センター長です。そして、事務局の山田さん、４名で検討なさっ

たそうなんですけれども、それではその評価したときの、点数でいくのか、分か

りませんけれども、上位と、残念ながらその評価に入らなかった方の差とかはど

うやって町民は知ることになるんでしょうか。  
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 例えば、議事録とかがあるんでしたら、それを公表してほしいなと思うんです

けれども、以上、２点についてお伺いします。  

産業振興課長  議長。 

河合議長  山田産業振興課長。  

産業振興課長  高橋議員の質疑にお答えいたします。先ほど、ホームページにいつ公表された

のかということだったんですけども、募集期間が１月２９日から１か月で、２

月２５日の間でした。この後、速やかにということでしたので、ちょっと日にち

までは覚えていないですけども、その１週間以内に公表の方をさせていただい

ていると認識しております。  

 また、評価委員会の公表的なことを先ほどお聞きされていたかと思うんです

けども、こちらのＱ＆Ａがございまして、そちらの方で評価委員会に関する公開

についての質問、Ｑ＆Ａで質問があるんですけども、こちらの公開については、

選考委員会や評価委員会の位置づけによりますとなってまして、解釈しますと、

この募集要項の中で、評価、超えた場合については、候補者の評価委員会に諮り、

資格要件の確認及び定数超過の場合は、個々の評価を行い、各委員の候補者の決

定を行って、その後、農業委員については、６月定例会に議会の同意を得て、７

月２０日付で町長が任命しますと書かれておりまして、公表についての記載の

方は特にありませんので、公表の必要はないかと思っております。  

 以上です。  

河合議長  高橋議員、再々質疑ありますか。  

高橋議員  はい。 

河合議長  高橋議員。  

高橋議員  それでは、１月２９日から２月２５日に受付をしていたと、その１週間以内ぐ

らいに公表したということなんですけれども、それならば、予算決算委員会で、

どういう方が、今度、なりそうかという名簿を欲しいとかいう質問もしたと思う

んですけれども、これ、本当、気づかなかった議員が悪かったというそういうこ

とになりませんか。ちゃんと資料を作ってるんだったら議会に早くから提示す

るのが当たり前ではないかなと思いますけど、いかがでしょう。  

 そして、農業委員会の評価委員会のことですけれども、それではいつ何回ぐら

い会議を行って、そして、この１４名を選定するに至った経緯というのは、町民

は資料がないと思うんですけれども、今の答弁ですとね、公開の義務がないよう

なことをおっしゃいましたけれども、でも、農業委員というのは、そもそもこ

の２期前ぐらいは選挙がありましたよね。それがなくなって、この評価委員会で

決定されて提案するという形に変わったみたいなんですけれども、全字に目配
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りができるような体制になっているかとか、そういうことも含めた委員選定を

しなければいけないと思うんです。  

 そういうのがこの評価委員会の中には議論としてあったのかなかったのか、

また、今後もどうやってこういう経過になったというのを町民に聞かれたとき

に、議員としてね、説明もできませんよね。ということは、議員にもっと情報を

しっかり伝えてほしいというのが願いですけれども、今後どうされますか。教え

てください。  

産業振興課長  議長。 

河合議長  山田産業振興課長。  

産業振興課長  高橋議員の再質疑にお答えいたします。先ほど予算委員会なりで、この候補者

の提示をしたらよかったんじゃないかということやったですかね。正直、資料と

しては持ち合わせていたんですけど、渡そうと思ったときに、あのとき、４分

の１の同意を得てからちゃんと公表されるので、それまで必要ないというふう

に収まった気がしてたんですけども。  

 あと、評価委員会がいつあったのかということですけども、５月８日に開催し、

回数につきましては、１回のみでございます。どうやって知るかという、選考基

準なんですけど、選考基準については、先ほどから申し上げましたように、評価

表という各個人個人、お一人お一人に対しまして、今の農業面積なり、農業経験

等含めた評価表によって評価をさせていただいて、そちらの点数づけをしてい

るんですけども、この点数の高い方から１４名を選定させていただいておりま

す。  

 以上です。  

河合議長  高橋議員、再質疑ありますか。  

高橋議員  はい。  

河合議長  高橋議員。  

高橋議員  それでは再々質疑をさせていただきます。課長としては出してもいいかなと

いう気持ちはあったんだけれども、どこからストップがかかったんでしたかね、

そこら辺が私も認識してませんので、もう一度お願いします。  

 それから、評価表によって点数化されたものが実在するわけですよね。それは

情報公開で取り寄せようものなら否定はできない内容かなと思うんですけれど

も、そこら辺はどうしてこう内密に動いておられるのかが、本当に不思議です。

農地の番人と言われる農業委員さんです。町内では本当に小さい小規模の農家

さんも一生懸命頑張っていますけれども、皆さんもご存じのように、どんどんど

んどん開発が進んだり、倉庫が建てられたりしている、そういう事態ですから、
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どんな方がそういうちっちゃな農業者も救ってくれるのかなというそういう町

民の声に応えるためには、もっと明らかにしていくべきだと思うんですけれど、

再度、答弁してください。  

産業振興課長  議長。 

河合議長  山田産業振興課長。  

産業振興課長  高橋議員の再々質疑にお答えいたします。資料の提出についてですけれども、

先ほど申し上げましたように、今回、上げていなかったんですけども、全員協議

会なりで説明する場のときに、また提示なりはさせていただきたいと思います。

また、評価委員会についての評価点数等の公表についてですけども、それも公開

できるかどうかにつきましては、また公開条例等で判断させていただきたいと

思います。  

 以上です。  

河合議長  ほかに質疑ありませんか。  

村岸議員  はい。  

河合議長  村岸議員。  

村岸議員  １点だけ教えてほしいんだけどれも、これ、募集は各農事組合長さんとかにも

出てて、農業組合なりの推薦等もあったと思いますが、たまたま今のメンバーを

見てますと、各字に大体１名ずつぐらいはおられると思いますが、おられないと

この農業委員さんの判こが要ると思うんです。そのときに誰が責任を持って、そ

の字の判こを押すかということですね。大変重要な任務やと思うんですけども、

各字の区長さんなり、農業組合長、水利組合長さんの判こがあって、続いて、農

業委員の判こが要ると思うんです。それを出して、農業委員会にかけるんですけ

ども、そのときに農業委員会の方でうまくまとまるのかまとまらないのか、これ

は最終的に判こを押した農業委員の方の責任になると思うが、その担当の農業

委員さんをどのように選ぶのか、答弁を願いたいと思います。  

産業振興課長  議長。 

河合議長  山田産業振興課長。  

産業振興課長  村岸議員の質疑にお答えいたします。農業委員さんのおられない地域に対し

てどのようにということだったと思うんですけども、一応、おられない地域の方

につきましては、近隣の農業委員さんに一応地区担当として担当を持ってもら

って、議案について審議の方はしていただいております。  

 以上です。  

河合議長  村岸議員、再質疑よろしいですか。  

村岸議員  結構です。  
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河合議長  ほかに質疑ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  ないようでありますから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより議第５４号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

今村議員  議長。  

河合議長  今村議員。  

今村議員  議第５４号から議第６７号までの今回の農業委員会委員の任命に関する同意

を求めることについては、先ほど来の説明を聞いた中で、応募者１人オーバーの

中、透明性のある透明な選考が実施されたと確認できる説明がなかったと判断

し、その議案の採決には棄権といたします。  

河合議長  どうぞ。  

 これより議第５４号豊郷町農業委員会委員の任命につき、同意を求めること

に採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、多数）  

河合議長  起立多数であります。よって議第５４号は同意することに決定しました。  

 これより議第５５号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第５５号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

 もう一度お願いします。  

議  員  （起立、多数）  

河合議長  起立多数であります。よって議第５５号は同意することに決定しました。  

 これより議第５６号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第５６号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  
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河合議長  全員起立であります。よって議第５６号は同意することに決定しました。  

 これより議第５７号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第５７号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第５７号は同意することに決定しました。  

 これより議第５８号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第５８号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第５８号は同意することに決定しました。  

 これより議第５９号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第５９号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第５９号は同意することに決定しました。  

 これより議第６０号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第６０号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第６０号は同意することに決定しました。  

 これより議第６１号の討論に入ります。討論ありませんか。  
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議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第６１号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第６１号は同意することに決定しました。  

 これより議第６２号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第６２号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）。  

河合議長  全員起立であります。よって議第６２号は同意することに決定しました。  

 これより議第６３号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第６３号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第６３号は同意することに決定しました。  

 これより議第６４号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第６４号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第６４号は同意することに決定しました。  

 これより議第６５号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  
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 これより議第６５号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第６５号は同意することに決定しました。  

 これより議第６６号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第６６号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第６６号は同意することに決定しました。  

 これより議第６７号の討論に入ります。討論ありませんか。  

議  員  なし。  

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第６７号豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。よって議第６７号は同意することに決定しました。  

 日程第２２、委員会の閉会中の継続調査申出について、議会運営委員会委員長、

総務産業建設、文教民生、予算決算、議会広報の各常任委員会委員長から、会議

規則第７５条の規定により、議会運営委員会は議会運営に関する事項について、

総務産業建設常任委員会は行財政問題、農業、商工業、土木ならびに上下水道の

整備、役場庁舎建替えに係る経過についての事務調査、委員会研修について、文

教民生常任委員会は学校教育及び社会教育、福祉保健対策、委員会研修について、

予算決算常任委員会は予算決算ならびに委員会研修について、議会広報常任委

員会は広報編集、委員会研修について、それぞれ閉会中の継続調査の申出があり

ました。  

 議会運営委員会委員長ならびに総務産業建設、文教民生、予算決算、議会広報

の各常任委員会委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査にご異議ありません

か。  

議  員  異議なし。  
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河合議長  ご異議なしと認めます。よって、議会運営委員会委員長ならびに総務産業建

設、文教民生、予算決算、議会広報の各常任委員会委員長の申出のとおり、閉会

中の継続調査とすることに決定をいたしました。  

 これをもちまして、本定例会に提出されました全議案を議了いたしました。  

 それでは本日の会議を閉じます。  

 これにて令和２年６月第２回定例会を閉会いたします。ご苦労さまでした。  

（午前１０時３９分 閉会）  


